[タイトル]

預金通帳等を第三者に譲渡する意図を秘して銀行の行員に自己名義の預金口座の開設等を申し込み預金通帳等の交付を受ける行為は，刑法２４６条１項の詐欺罪に当たるか
[判決裁判所]

最高裁判所
[判決日]

平成１９年７月１７日

[事件番号]

平成１８年（あ）第２３１９号
[事件名]
詐欺被告事件
[出典]

最高裁判所刑事判例集６１巻５号５２１頁 

裁判所時報１４４０号１１頁 

判例時報１９８５号１７６頁 

判例タイムズ１２５２号１６６頁 

金融法務事情１８２４号４３頁
[当事者名]
被告人　五十嵐豪通
[事実の概要]
本件は，被告人が，第三者に譲渡する預金通帳及びキャッシュカードを入手するため，友人と共謀の上，前後６回にわたり，当該友人において，銀行支店の行員らに対し，真実は，自己名義の預金口座開設後，同口座に係る自己名義の預金通帳及びキャッシュカードを第三者に譲渡する意図であるのにこれを秘し，自己名義の普通預金口座の開設並びに同口座開設に伴う自己名義の預金通帳及びキャッシュカードの交付方を申し込み，上記行員らをして，上記預金通帳等を第三者に譲渡することなく利用するものと誤信させ，それぞれ，自己名義の預金口座開設に伴う普通預金通帳１通及びキャッシュカード１枚の交付を受けた，という事案である。
上告趣意は，憲法違反，判例（最一小判昭和２７・１２・２５刑集６巻１２号１３８７頁）違反の主張を含むが，その内実は，上記友人との共謀を否定する事実誤認のほか，預金通帳等を第三者に譲渡する意図であるのにこれを秘して自己名義で口座開設等を申し込む行為は，そもそも詐欺罪を構成しないと主張するものであった。

本決定は，判例違反，憲法違反の主張を含め，適法な上告理由には当たらないとした上，詐欺罪の構成要件該当性を争う上記所論に職権で答え，次のような判断を示した。

[判旨]
預金通帳等を第三者に譲渡する意図であるのに，これを秘して銀行の行員に自己名義の預金口座の開設等を申し込み，預金通帳等の交付を受ける行為は，刑法２４６条１項の詐欺罪に当たる。
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